
 

積
丹
町
の
初
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、

第
12
回
「
積
丹
ソ
ー
ラ
ン
味
覚
祭

り
」
が
６
月
25
日
、
美
国
漁
港
広
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
１
万
１
千
人
が
積
丹
町
自
慢
の
食

や
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
あ
い

に
く
の
悪
天
候
の
中
、
積
丹
自
慢
の

鮮
魚
や
加
工
品
に
、
例
年
ど
お
り
の

長
い
行
列
が
で
き
、
即
完
売
と
な
っ

た
恒
例
の
浜
鍋
、
姉
妹
都
市
高
知
県

香
美
市
か
ら
の
鰹
の
た
た
き
や
香
り

高
い
ゆ
ず
製
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

積
丹
町
の
「
食
」
に
来
場
者
は
思
わ

ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。 

　

一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で
大
賞
を

受
賞
し
た
「
平
岸
天
神
」
や
、
毎
年

イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
北
海
道

大
学 

縁
」
に
よ
る
迫
力
の
演
舞
や
、

プ
ロ
歌
手
は
か
ま
だ
雪
絵
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
、町
の
伝
統
芸
能「
正

調
鰊
場
音
頭
」
な
ど
が
来
場
者
の
注

目
を
集
め
た
ほ
か
、
美
国
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
に
は
大
き
な
声

援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
恒

例
の
「
豊
漁
豊
作
餅
ま
き
」
や
「
ウ

ニ
剥
き
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
町
内
カ
ラ

オ
ケ
歌
う
ま
自
慢
」
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

 

最
後
に
は
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空

を
鮮
や
か
に
彩
り
、
伝
統
の
初
夏
の

祭
典
に
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

　イベント会場に隣接する美国漁港では、Ｂ＆Ｇ財団や各海洋セ
ンターインストラクターなどの協力で『体験から学ぶ「水辺の安
全教室」』が催され、ペットボトルを使った救助体験講座やダミー
人形を使用した心肺蘇生法、ライフセーバーによる救助の実演な
どが行われ、参加者は水難事故への対処法を学びました。

美国漁港では 「水辺の安全教室」

第12回

積丹ソーラン

味覚祭り

受
賞
し
た
「

受
賞
し
た
「
平
岸
天
神
」
や
、
毎
年

平
岸
天
神
」
や
、
毎
年

イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
応

▲ダミー人形を使った心肺蘇生法
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　　　平成２９年　例大祭　　　平成２９年　例大祭
　今年も町内各地区で伝統ある例大祭が開催され、やっこ行列や

神輿、山車など伝統のお祭りを地域住民やこの日のために帰省し

た人たち、更に美国神社祭典には、札幌大谷大学の学生がボラン

ティアとして特別に参加して盛り上げました。

　強い初夏の陽射しが降り注ぐ中、威勢の良い掛け声や歓声が飛

び交っていました。

※野塚・日司・幌武意地区は神輿渡御がありませんでした。

美国神社入舸稲荷神社神威神社

イカ漁が豊漁

　町の主要魚種の一つであるイカが、10数年ぶりの豊漁となり、

７月７日には、最大30隻もの外来船が美国漁港に寄港し、また

水揚量も昨年と比べ大きく上回るなど賑わいを見せています。

　外来船の寄港により、イカ漁に必要な氷や発砲などの漁業資

材や、船の中で生活するための食料などが漁港や町内の商店で

賄われるため、外来船が町に与える経済効果は大きなものと

なっています。東しゃこたん漁業協同組合美国支所の木村洋幸

支所長も、「漁港はもちろん、飲食店にも乗組員がたくさん訪

美国漁港に外来船 30 隻

“浜” ・ “街” に活気！

れ、町全体が賑わっていて嬉しい。」と、外来船の寄港で賑わう浜や街の様子に喜んでいました。

　しかし、たくさんの外来船が陸揚げ・準備・休憩を行うため、港内の岸壁が不足する状況も見られ、乗組員

からは、岸壁の不足や停泊中の漁船に電気を供給するための設備の必要性等の声が多く聞かれました。豊漁に

よる港勢の向上が、漁港の老朽化や機能施設不足などの課題解決につながり、浜の主役である漁業者の快適な

漁労環境が改善されることが期待されています。
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町
で
は
、
一
般
寄
付
金
や
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
、（
財
）
民
間
都
市

開
発
推
進
機
構
か
ら
の
拠
出
金
、
国

の
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
に
よ
り
積

み
立
て
た
基
金
を
も
と
に
「
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協

同
組
合
美
国
地
区
浅
海
部
会
が
実
施

し
た「
漁
業
後
継
者
育
成
支
援
事
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
総
事
業
費
（
２
ヶ

年
）
１
０
９
万
９
，
４
４
０
円
の
う

ち
、
１
０
１
万
円
の
補
助
金
が
活
用

さ
れ
、
４
着
の
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
の
購

緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
た
冬
期
間

の
ウ
ニ
の
畜
養
試
験
、
未
利
用
資
源

の
ア
サ
リ
増
殖
試
験
な
ど
で
有
効
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
浅
海
部
会
員
で
あ
り
漁
協
美
国

地
区
青
年
部
長
の
菊
地
省
吾
さ
ん
は

「
浅
海
部
会
の
ウ
ニ
の
移
植
作
業
時

や
港
内
清
掃
、
青
年
部
会
の
ウ
ニ
の

畜
養
作
業
に
も
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ス
ー

ツ
の
お
か
げ
で
寒
い
時
期
で
も
作
業

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
ス
ー

ツ
を
活
用
し
て
、
町
の
水
産
業
の
活

性
化
の
た
め
に
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
今
後
の
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

入
や
潜
水
技
術
講
習

会
、
町
内
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
た
水
産

教
室
、
美
国
漁
港
内

の
海
中
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
新
た

に
整
備
さ
れ
た
４
着

の
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
は

現
在
、
国
の
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
を
活
用
し
た
磯

焼
け
対
策
と
し
て
、

食
害
生
物
で
あ
る
ウ

ニ
の
除
去
作
業
や
北

海
道
の
日
本
海
漁
業

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
補
助
金

～
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
～

活
用
事
例 

⑤

漁
業
後
継
者
育
成
支
援
事
業

Ｈ
27　　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
美
国
地
区
浅
海
部
会

▲漁港内の清掃活動
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協
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施
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育
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し
た「
漁
業
後
継
者
育
成
支
援
事
業
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こ
の
事
業
の
総
事
業
費
（
２
ヶ

　

こ
の
事
業
の
総
事
業
費
（
２
ヶ

　　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
美
国
地
区
浅
海
部
会

　　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
美
国
地
区
浅
海
部
会

▲ウニの移植作業

　

公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協

会
が
実
施
す
る
平
成
29
年
度
観
光
事

業
功
労
者
に
積
丹
観
光
協
会
会
長
の

佐
藤
勝
次
さ
ん
（
63
歳
）
が
選
ば

れ
、
５
月
15
日
に
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
佐
藤
会
長
は
、
公
益
社
団
法
人
北

海
道
観
光
振
興
機
構
が
実
施
す
る
平

成
29
年
度
観
光
振
興
功
労
者
に
も
選

ば
れ
、
６
月
26
日
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
、
昭
和
63
年
に
同
協

会
理
事
に
就
任
。
平
成
13
年
に
は
会

長
に
就
任
し
、
当
町
の
観
光
振
興
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
町
の
通
年
観
光
化
を
目
指

し
、
平
成
13
年
か
ら
11
年
間
「
ど
っ

こ
い
積
丹
・
冬
の
陣
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
冬
季
の
観
光
客
誘
致
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、
３
大
岬
の
神
威

岬
・
積
丹
岬
・
黄
金
岬
で
「
募
金
」

に
よ
る
自
然
環
境
の
保
護
と
保
全
を

目
的
と
し
た
積
丹
町
自
然
環
境
保
全

協
議
会
を
設
立
し
、
町
の
魅
力
を
観

光
で
訪
れ
る
方
々
に
永
続
的
に
伝
え

る
た
め
の
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

佐
藤
会
長
の
受
賞
を
た
た
え
、
今

後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
ご
期
待
し

ま
す
。

積
丹
観
光
協
会
会
長
　

佐
藤 

勝
次 

氏

日
本
観
光
振
興
協
会

北
海
道
観
光
振
興
機
構

か
ら
表
彰

・
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